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　 From 　coupling 　calculations 　among 　the　excited 　energy 　levels　of 　elements ，　a　database　of
thc 　 wavelcngth 　tabies 　 has　 been　compiied ．　It　 is　 abso ｝utely 　advantageous 　 that 　 the

computer −aided 　database　 system 　can 　 be　 constructed 　without 　inputting　 numerous 　 data
comprising 　wavclength 　values 　and 　their　upper ／lower　energy 　levels．　 A 　computer 　program
for　searching 　emission 　lincs　has　bcen　also 　dcveloped．　 The　spectral 　interference　of 　nickel

to　the　iron　 analytical 　lines　emitted 　by　a　glow　dischargc　plasma　was 　cxamined 　using 　thc

database　systcm ．
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1 緒 言

　
一

般 に ，原子発光 ス ペ ク トル は多 くの 励起 準位聞 に 生

じる複雑 な 遷移過程 に起因 す る た め に ， 数多 くの 発光線

か ら構成 され る．更 に ，複数 の 元素が プラ ズ マ 内 に 存在

す る場合 は ， 極 め て 錯 そ う した ス ペ ク トル パ ターン が得

られ ， そ の 解釈 は 簡単 で は な い ．こ の よ う な 発光線 の 選

択 や帰属 を行 う場合 に は
， 発光線を元素別 ・波長順 に 分

類 し
，

そ の 上 位／下 位準位 な ど の 帰属 情報 ， 励起方法別

の 相対強度や 遷移確率 な ど の 強度情報 を合 わ せ て 示 した

波長表 が必要 で あ る，

　現在，数点 の 波長 表 が 刊 行 され て い る が
1）
〜6｝，そ れ

ぞ れ 欠 点 が あ り必 ず し も使 い や す い と は 言 え な い ．最 も

広範 に 引用 さ れ て い る もの は，Harrisoni）及 び Phelps2）

に よ る MIT 　Wavelength　Tables で あ り，こ の 波長表 は

＊
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　 区片 平 2一艮一1

ほ と ん ど の 元素 に 対 し て ，実測 され た ス ペ ク トル 線 を強

度 が 非常 に 小 さ い もの も含 め て 集録 し て い る が，帰属情

報 は 全 く示 され て い な い ．Zaidclら
4 ）の 波 長 表に は 多 く

の 中性原
．
子線に つ い て その 帰属 情報も含 め て集録 され て

い る が，イオ ン 線 つ い て は あま り詳 し く な い ．Kelly5）

の 波 長 表 は 専 ら 200nm 以下 の 発 光線 を扱 っ て い る ．

Striganov ら
6）

に よ り編集 さ れ た 波長表 は こ れ らの 中 で

最 も体裁 の 整 っ た もの で あ る が，一．一
部 の 元素 の ス ペ ク ト

ル 線 の み の 記載 で あ る。更 に ，こ れ ら の 波長表中 に 示 さ

れ て い る ス ペ ク トル 線強度 は，多 くの 場合 アーク放電及

び ス パ ーク放電励起 源 に よ る 測 定 に基 づ く も の で あ る こ

と に 留 意 しな けれ ば な ら な い ．

　 グ ロ
ー
放電 プ ラ ズ マ に お け る 原子 の 励起 ・電離過程 は

ほ か の プラ ズ マ と 同
一

で は な く，従 っ て ，そ の 発光強度

は 従来 の 波長 表 に 記載 さ れ て い る ア
ー

ク ／ス パ ー
ク 放 電

プ ラ ズマ か らの 発 光 強 度 と か な り異 な っ た も の に な る こ

と が 予 想 さ れ る，一
般 に ， 強度 は分 光 器 感度 の 波長依存
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性等 を考慮す る必 要 が あ り，取 り扱 い が 複雑 と な る，そ

こ で
， 本 研 究 で は 強 度の 問題 を一

時棚 上 げ に し，各元 素

の 励起 エ ネ ル ギー準位 か ら適当な選択律に よ り理論的に

得 ら れ る ス ペ ク トル 線 の 波長 を計算 し，そ の 値 を 実測値

と照 ら し 合わ せ る 方法 を採用 し た．こ の よ う に し て 得 ら

れ た波長表 は，遷移確率が 極 め て 小 さい な どの 理由 に よ

り理 論上 は 存在 して も，実際に は チ ャ
ート上 に 現 れ な い

ス ペ ク トル 線 を表 中 に 含 む とい う 欠 点 は あ る が，グ ロ ー

放 電 プラ ズ マ 励 起 の ス ペ ク トル 線研究 の た め に は 適 し た

もの と考え られ る．

　励 起 エ ネ ル ギ
ー

値 の 入 力，波 長 の 計 算 及 び波 長 検 索の

一
連 の デ

ー
タ処理 をパ ーソ ナ ル コ ン ビ ュ

ータ上 で 行い
，

波長表 デー
タベ ー

ス と して 運用 し て い る．本報 で は，波

長表 の 作成方法及 び検索プロ グ ラ ム，更 に 分析線選択 に

お け る 使用例 に つ い て 報告す る ．

2　波長表デ
ー

タベ ー
ス の 作成方法

　 　 　 lnput

L 掣 竺 」

厂
一

l　 　 F驩eof 　Energy 　Level　Data
一 ＿＿一 一 」

＿ ＿＿＿一一一一」こ＿＿
　 　 　 　 　 　 　 　

『
一

I　　　 Calculation　et　Spec 竃ra匪　　　 「

−
W ・”el・・gth 　 l

　 　 　
−一一一一一一一一

「
一『一一 

、
厂

一」 L 一
フ

L 麹壁 」

　 エ ネ ル ギー準 位 入 力 支 援 プロ グ ラ ム ，波 長 値 算 出 プロ

グ ラム
， 更 に 後述す る データベ ース 検索プロ グラ ム を作

成 し た．使用 した パ
ー

ソ ナル コ ン ピュ
ータ は Epson　PC

（NEC 　PC −98 互 換機） で あ り，プロ グ ラ ム 言 語 と して は

Microsoft　MS −BASIC 　Ver．7．17）を使 用 し た．運 用 可 能

な オ ペ レ
ー

テ ィ ン グ シ ス テ ム （OS ） と し て は MS −DOS

Ver．3、1，3．3，5．0，6．28）で あ り，加 え て Windows 　95 上

で も正 常 に 動作す る こ と を 確認 した．

　Fig．1 は データベ ー
ス 作成 の 手順 を 示 し た もの で あ

る．カ ッ プ リ ン グ計 算 に は そ れ ぞ れ の 原子 種 （中性原

子 ，

一価イオ ン ，二 価イオ ン …ご と）の 励起電子配置 に

対応 す る エ ネ ル ギ
ー

準位 （ス ペ ク トル 項）が 必 要 で あ

る．計算 に 使用 し た エ ネル ギ
ー
準位 は

1Moore
の Atomic

Energy　Levels9〕
〜11］

か ら 引用 し た が
， 3d 遷移金 属 元

素
12）

や Ar，　Ne 等
13）
，　Moore の 著作以降 の データ がある

場合 に は 最新 の もの を使用 した ．

　 個 々 の ス ペ ク トル 項 を識別 す る 因子 と し て は ，励起エ

ネ ル ギー，電子配 置，一
組 の （有効 な ）量子数

14｝が あ

る．多 くの 元素の 場 合，電 子系全 体 と して の 軌道 ，ス ピ

ン 及 び 全 角 運 動 量 を表 す LSJ の 組 み 合 わ せ が 有 効 な 量

子 数 と な る ，こ の よ うな 元 素 に お け る ス ペ ク トル 線は，

原則 と し て LS　Couplingの 選択則
15）

に 従 う こ と が 知 ら

れ て お り，本プロ グ ラ ム に お い て も こ の 規則 に 適合す る

計算方法 を 用 い た．しか し，異多 重 項間 遷 移
U ）

に よ る

発光線等 ， LS　Couplingに従わ な い ス ペ ク トル 線も特に

原子番号 の 大 き い 元素 に つ い て 数 多 く 出現 す る の で ，

Coupling 形式 に よ ら ず厳密 に 成立 す る 次 の 選 択 則
15〕，

a ）Parity禁制，　 b）全角運動量変化 に 関す る 禁制，の み

一、＿一一一一一一一 ＿

Conversion 　to　Randem 　Acce5s 　Format
＿T− 一一一

厂
一 一 m ’L −｛ 一

フ
　 Wavelength 　Data 　File　 l
L − ＿ ＿＿」
　 　 　 I

　 　 　 I　 ：＿
　 　 　 1

一

lndex　ot 　Data 　Pesition

lndex　File

「 湘
一

7

ー

ー

△

L
Fig．　 l　Flow 　 chart 　 of 　the　 computer 　 program　 for
making 　the　database　of 　wavelength 　tables

を条件 と し た場合 に 得 られ る ス ペ ク トル 線もデータベ ー

ス に 収録 した．更 に，元素の 種 類 に よ っ て は LSJ の 組

み 合 わ せ が 意味 の あ る 量 子 数 と な らな い 場 合 が あ る．例

え ば，希土 類元素 で は 茸CouplingLl）が 成立 し
， 希 ガ ス

中性原子 で は jl　Couplinggl に よ る ス ペ ク トル 項 の 表示

が 良好 な近 似で あ る こ とが 知 ら れ て い る ．こ の よ う な 場

合 に は，上 記 の Coupling 形 式 に よ らず 成 立 す る 選 択 律

に よ り ス ペ ク トル 線 を計算 し， か つ そ れ ぞ れ の CQU 一
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pling形式 に よ り そ の ス ペ ク トル 項 を表 示 し た ．

　Fig．1 に 示 す よ う に
， 入 力 し た エ ネル ギー

準位値 は 準

位 データ フ ァ イル と し て 保存 さ れ
，

か つ ス ペ ク トル 線波

長 の 計算 に 使用 され る．算 出ス ペ ク トル 線 デ ータ は 波長

順 に 並 べ 換 え ら れ た後，ラ ン ダ ム ア ク セ ス フ ァ イル に 変

換さ れ ，波長 フ ァ イル と して ハ
ー

ドデ ィ ス ク 中 に 保存 さ

れ る ．更 に，高速で データ フ ァ イル ヘ ア クセ ス す る た め

に，波 長 フ ァ イル 中 の デ ータ位 置 を あ らか じ め記録 し た

索引 フ ァ イル を作成す る ．完成 した データベ ース は原子

種 ご と に 作 ら れ た 1組 の 波長デ
ー

タ フ ァ イル と索引 フ

ァ イル の 集合体 で あ る，

　 こ の よ う に し て 算出 さ れ た ス ペ ク トル 線 の 波 長 は 真空

中で の 値 を示 して い る，真空紫外線領域以外 の 通常 の 分

光器 で 測 定 さ れ る 波長 は ，計算値 を 空 気 の 屈折率 で 補正

す る こ と が 必 要 で あ り，本 プ ロ グ ラ ム で は Edlξn の 空

気屈折率 の 波長 分 散式
IS）を用 い た較正 法 を採用 した．

　 　 Inpuヒ

Element 　N　me
W ・・el・噛 隔 ． g。 　 …

3 波長表データベ ース検索 プロ グラ ム

　 　 　t’
．厂

一一
　　　

．−
7

　 　 1ndexFiles

1＿　　　　　一一一一　　　、

　 　 　 ▼

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　 Da 田 Fileof 　　 ド

　 　 AE ｝emen 亡

＜三郵埀 画 肅
．

》

　波長表 デ ー
タ ベ ー

ス を用 い て
， 種 々 の 検索条件を与 え

た場合 に 該当す る ス ペ ク トル 線を高速で 選択 で き る よ う

に 専用 プ ロ グラ ム を別 に 作成 し た ．Fig，2 は ス ペ ク トル

線検索 の フ ロ ーチ ャ
ートを 示 し た もの で あ る．最大 10

元素，5000 本 の ス ペ ク トル 線 を メ モ リー上 で 処理で き

る よ う に プロ グ ラム 設 計 を行 っ た ．

　最初 に
， 波長 領域 と 元 素 名 （中性原子 と イオ ン は別 の

もの と し て 扱 う ）を人 力す る と ， プ ロ グラ ム は それ ぞ れ

の 原子種 の 索引 フ ァ イル を参照 し読 み 出す データ領域を

決め る．次 に
， 個 々 の 原子 種 ご と に 更 に 詳細な検索条件

を設定す る こ と が可能で あ る。こ の 場合の 検索条件 と し

て は，ス ペ ク トル 線帰属 に 対応 す る 上 位及 び下位準位 の

　 a ）励 起 エ ネ ル ギー

　b）項多重度

　 c）カ ッ プ リ ン グ形 式

で あ り，更 に 励 起エ ネ ル ギ ーに つ い て は，単
一

値，あ る

値以上 ／以下／範囲 の 検索が で き る，個々 の 波長 データ フ

ァ イル よ り検索条件 に 適合す る ス ペ ク トル 線 を 選 び出

し，波長順 に 並 べ 換 え た 後，デ ／ ス プ レ イ に 出力 あ る い

は プ リ ン タ 印刷 を行 う．

　Fig，3（a ）〜（c｝は 検索プ ロ グ ラ ム の デ ィ ス プ レ イ上の

幾 つ か の 表示画 面 をハ
ードコ ピー

し た もの で あ る 。画面

は ，検索対象 と して 銅 原 子，銅一価 イ オ ン ，ア ル ゴ ン 原

子 ，ア ル ゴ ン
ー

価イオ ン を選び ， 操作を行 っ た例を示 し

て い る．（a ）は元 素選 択画面 で あ り，検索原子 種 と し て

鋼原子を選 ん で い る と こ ろ を示 し て い る ，画面 か ら 分か

る よ う に ，水素原子線 か ら ビ ス マ ス ー
価 イオ ン 線 ま で ほ

7Oata

　F目eofeE
］ement

’
厂

▼

H、

・呷層甼，．層．，，・曹〉

一一．　 一一」 L −．　　 一一一7　　 t−．
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’
　　　　．

」．　　　　 lnput

　 　 Uppe【’Lo 隅 r

　 　 Energy 　Levels

　 　 ▼．．一一一．
EmissiOR　Lines

．．一 一一一．

　 1叩 utUpper

’L   「

EnergyLevels

一冒・・膊・・一一
〉

＿ 　　　▼ 一一一

　 Emi5510n 」±nes　　　　　，．，層層冒T’7響’7＞　　　　　　　　　　　 下

　 　 　 　 ▼

Rearrangernent　by　Wavelengths

　 　 　　 　 　 　 　 　 　 し 　 　　ロ　
／
〆．

　　　　　　　　　　　　　　　 一

　 　 〇U 亀put　to　Dlsρlay’Prl冂ter1
＼
　 　 　 　 　 　 　 　 ．．．一

Fig．2　Flow　chart 　of 　thc　computer 　program　to 　find

the　 emission 　 lines　 under 　 thc　 various 　 search 　 condi −

tions

と ん ど す べ て の 元素 の ス ペ ク トル 線 を検索す る こ と が 可

能 で あ る，（b）は 検索条件設定画面 で あ り
， 銅原子 に 対

し て 上 位準位 の 励起 エ ネ ル ギー範 囲 を設定 し て い る，

（c ）は 検索結 果 で あ り，鋼原 子 の 共 鳴線 GuI　 324．753

nm 近 傍 に あ る ア ル ゴ ン イオ ン 線 ArII　324．749　nm が 分

光 干 渉 す る 可 能 性 を示 唆 し た 結果 と な っ て い る 。

4　分析線選択の た め の情報

　 ア ル ゴ ン グ ロ
ー
放 電 プ ラ ズ マ を用 い た 場 合 の 鉄 の 分 析

線 と し て は，Fel　344．060 と FeI　344．098 　nm の 原 子 線 が

強度が 大 き く適 して い る
：7）．鉄定量分析 の 際 に 比較的

多量 に 共存 す る可 能性 の あ るニ ッ ケ ル の 発 光 線 に よ る 分

光 干渉 に つ い て t デ ータ ベ ース 情 報 に よ り 調 べ た，

Table　 1 は 上記の 鉄分析線近傍 に お け る ニ ッ ケ ル の ス ペ

N 工工
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(a)

H-IC-INE-ISI-I
(Brive  b:
    HE-I
    C-II
    NE-II
    SI-II

FR-IITI-IICS

trrv-ICO-ICU-IPS-IY-IItrre-IIIN-IIBA-IND-ITB-ITM-ITA-IHG-I

**********
):EMISRAF-HAD

ptl-IIcrl
TI-IIIrw-IICO-IICU-IIAS-IIY-IIIPD-ISN-IBA-IIND-IITB-IITM-IITA-IIHG-II

HE-IIN-INE-IIen

P-IK-IV-IF[-INI-IZN-IKR-IZR-IPD-IIst"-IILA-ISM-IDY-IYB-IW-IPB-I

**********

File

FileNO.

Name

LI-IN-IINA-IP-IICA-IV-IIFE-ICSNI-ICSZN-IIKR-IIZR-IIAG-ISB-ILA-IISM-IIDY-IIYB-IIW-IIPB-II

   Name
    (
 1 File

List**********

BE-IO-IMG-IS-ICA-IICR-IFE-IINI-IIGn-IRB-IZR-IIIAG-IISB･-IICE-IEU-IHO-ILU-IPT-IBI-IBE-IIO-IIMG-IIS-IISC-ICR-ICSFE-IICS

NI-IICS
GA-IISR-INB-ICD-IXE-ICE-IIEU-IIHO-IILU-IIPT-IIBI-II

  Reg.istrattor}
Maxi"um  NO.=le
  Name  : ? OJ-I

B-IF-IAL-IAR-ISC-IICR-IIFE-IIJOH

NI-IIge
GE-･I(va-IINB--IICD-IIXE-IIPR-IGD-IER-IHF-IAU-I

**********

>

B-IIF-IIAL-IIAR-IGITI-ICSC)R-IICS

FE-IIINI-IIIGE-IIY-Imo-･IIN-ICS.-IPR-IIGD-IIER-IIHF-IIAU-II

(b) *******Sear'chCondittor]sDet,et-rnindtian******

--- tt

Start  Wavelength  : 32e

 End D4avelenRth:  33ecnffoCnro)

--
 Flles  

---
 
"--

e:AR-IGR.DPT

e:AR-II6R.DAT
e:CU-I.DAT

e:CU-II.DnT

       *******  Search  Cot]ditions  for'
                  **  NO. 3 e:ou-I.
------ File  Information  

------

     Datn  Total  : 98
    LS-Coupling : 46
    Start  Sector  : 723
  Iess  than  4  (eV) : 2
  less  than  6 (eV) : 6

 Each  File  ******

DAT**T**

  ****  Ltopet" Level  Condttions
       (e) No  Restrictton
       (1) Single  Leve]
       (2) More  lhan

       (3) Less  lhan
       (4> Bet-een
       Select  Number  : ? e

****

(c)
ArlCulArlloriICulorLIICullCulCullArll

*COwwD*

   324.458
   324.556

324.324.324.324.324.324.324.324.57858e592644716727744749

\)FilesnmBMnmnmnmnmnmnmnmnm,F)or,B)ack,P)rint,M)ark,J)ump,S)ave,L>oad,E)r]d

15.pa79(eV)
 9.e636<eV>
26.766B(e`V)
 9.3242(eV)
 9.2134(eV)
18.8e43(eV)
1s.se34(eV)
 9.5415(eV)
18.3513(eV)

25.4tza2(eV)

[5!2]2  11･f ---･-

4!Df312  4d 
----

   1912･ 8f*  ----
21Gf712  4d  

----

4fD15f2 6s 
----

31P/'1 7d ----
31Pf2  7d  

----

41S1312  5d  ----
31Dll  5f*  

--
   f3f2  5f*  

----

11.827S<eV)  [112]1
 5.2447(eV)  41F13f2

22.94Sl(eV)  41Ff9f2
 5.5e56(eV)  4fB1512

 5.3949CeV) 4fDf7f2
14.9864(eV)  1IDf2
14.9864(eV)  1ID12
 5.7246<eV)  2fD13f2
14.5346(eV)  lfPfl
21.6235(eV)  2fPf312

4s*4p*4d4p*4p*4p*4p*4p*4dee

CX!IorLIRrllC.tIArllouIIouIIouIIonIICXIII324.753
324.831
324.893
324.961
324.981
sa5.gn6
325.1e4
325.135
325.135
325.176

nmnmnmnmnmnmnmnmnmnm 3,8166(eV)
 9.54e3(eV)
25.43S5(eV)
 9.3197(eV)
23.1188(eV)
18.3477(eV)
18.8e43(eV)

18.1146(eV)
18.1146(eV)
18.8e34(eV)

21Pf3!2,
2fD15f2
   11,t2
2fDf5f2
41Pf3f2
lfD/231Pll31G1431Gf531P12

4p*5d5f*6s4d5f*7d5g5g7d      e.E]eee(ev)
- 5.7246<eV)
-
 21.6235(eV)

      5.5e56(eV)
     19.3e49(eV)
     14.5345(eV)
     14.9918(eV)
   

- 14.3e25(eV)
     14.3e25(eV)
     14.9918(eV)

21Sll12
21Df312
21P13f2
4fDf512
41Pll12
lfP!131P!131G1431Gf431Pfl

4s4p*3d4p*4p*4d5p*4p*4p*5p*

1571368

Fig.  3 Harcl copics  of  the computer  dispiay

input ot' the conditions  regarcling  the excitation

32e.ee  
--

on  runmng

energy  (b),

33e.oe  nm (Atr!e.CN))

the  search  program:  sel ¢ ction  of  the elernents

and  the  table  of  resultant  emission  lines (c)(a))
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Table　 l　Database　survey 　of 　iron　and 　nickel 　emission 　lines　neighboring 　the　Fel　344．06  　nrn
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ク トル 線 の 存在状 態 を 示 し て い る ．NiI　343．982，　NiII

344，e21
，
　Nil　344，142

，
　NiI　344．203　nm 等 の 発 光線 が 出現

す る 可能性 が あ る が，鉄 の 分析線 か ら は O．05　nm 以 上

離れ て い る た め分 光干渉 は ほ と ん ど な い と考 え ら れ る．

Fig．4 は ス ペ ク トル 線 の 実測結 果 で あ る ．ア ル ゴ ン

5．3× IO2　Pa（4　Torr），500　V の 定電圧放電 で 純鉄 （a ）及

び純 ニ ッ ケ ル 〔b＞を試 料 と して 測定 を 行 っ た．こ の 波

長領域 に あ る ニ ッ ケ ル 発光線 は強度 が 小 さ い の で 強度軸

を 20倍 して 表示 して い る，図 か ら明らか な ように 鉄 の

分 析線 の 波長付近 に は ニ ッ ケ ル の 発光線 は な く，データ

ベ ース 情報 が 有効 な もの で あ る こ と を示 し て い る．こ の

波長付近 で は NiII 　344 ．021 と NiI 　S44．203　nm の 発光線

が 見 い だ さ れ る ．又，Table　 l 中 に 示 さ れ て い る 鉄 の イ

オ ン 線 は強度が 著 し く小 さい た め ス ペ ク トル と して は現

れ て い な い と考 え ら れ る．

デ
ー

タ ベ ー
ス 作成 に お い て は デ

ー
タ入 力作業 が 労力 と

←唱
篝，

』

臼
。

＼

會
の

5
薩
ぎ
冨
ω

鴇
国

344．00 344．10

）

344．2Q

　　　　　　　　　 Wavelength／nm

Fig．4　Spectral　 scans 　of 　iron　（a ） and 　nicke 量 （b）
emitted 　by　the　glow　discharge　plasma　source

Discharge　voltage ： 500　V ；Plasma　gas ： Ar　5．2× 102

Pa
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時間 の か か る もの と な る ，特 に
，

ス ペ ク トル 線 は 極 め て

数 が 多い た め そ の 入 力 に は 困 難 が予 想 さ れ る ．本報 で 紹

介 し た 方法 は ，膨大 で 煩雑 な 波長 デ
ー

タ 入 力 を行 う こ と

な くス ペ ク トル 線 デ ータ ベ ース を比 較的簡
’
単 に 構築 で き

る と い う特長 を持 つ ．又 ，個 々 の ス ペ ク トル 線 につ い て

そ の 帰属情報を併 せ て 表示 で き る の で ，分 析線 選 択 の 用

途 に 加 え て ス ペ ク トル 線 の 励 起 機構 の 研 究等に 利 用 で き

る，データベ ース 検索に よ る 知見 を も と に ， グロ ー放電

プラ ズ マ に お け る 励起 ・電離過程 に っ い て の 考察を報告

し て い る
18）
− 20）．

　本 ソ フ トウ ェ ア を フ リ
ー

ソ フ トと して 公開 し て い ま

す ．本 ソ フ トウ ェ ア に つ い て の 問合先 ： 筆者 あ て （Fax ：

022−215−213t，　E−mail ： wagaturna ＠imr．tohoku ．　ac ．jlコ）．
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要 旨

　原子種 の 励 起 準位 間 の カ ッ プ リ ン グ計算に よ り波長
．
表デ ータベ ース を作成 し た．こ の 方法 は 波長 入 力

の 膨大 で煩雑 な 作業 を行 う こ と な く，比較的簡単 に デー
タ ベ ー

ス を構築 で き る と い う大 き な 特長 が あ

る．又，個 々 の ス ペ ク トル 線 に つ い て 帰属情報 が 得 られ るの で グ ロ
ー

放電 ス ペ ク トル の 解析 に 有効で あ

る．データベ ー
ス の 運 用 に

’
不可欠 な検索プロ グ ラ ム も併 せ て 作成 した．応 用 例 と して ，鉄 の 分 析線 に 対

す る ニ ッ ケ ル の 分 光干渉 を デ ータ ベ ース 情報を 用 い て 解析 し た結果 を述べ る．
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